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青井和夫先生と中国研究









には非常勤講師として 2 年連続してご出講なされた。 1 年は学類生のため，もう 1 年は
院生のためであった。集中講義は，1980年に東京大学出版会から刊行された『小集団の


























































































































































































1988年 6 月『日中社会学会会報』が創刊されてからすでに 5年がたち，その間に『会
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会の関連部会において発表していたのである。不定期な研究会は行なっていたがこれを





1990年の第 2 回大会から95年の第 7 回まで早稲田大学の文学部，国際会議場などで開




























































































































究』（1994年 3 月）には「 1 ．本研究の全体的な枠組み」（ 1 ～ 5 ページ），「 2 － 6 ．住
民の生活史」（39～34ページ）が所収されている。
編著書『中国の産業化と地域生活』東京大学出版会，1996年
「農村と都市を考える」『創立三十周年記念論文集　社会学篇』流通経済大学出版会，
1996年， 1 ～25ページ
青井先生は，社会学研究の体制を形成するのに尽力されるとともに，自らも中国にお
けるフィールド調査に取り組み，論文を執筆され，集団の成果を世に出す仕事をなされ，
研究者としての仕事の仕方を見せていただいた。感謝で一杯である。ご冥福をお祈り申
し上げます。（合掌）
